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１．(有限オートマトンと正規言語)

（1） 言語
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L

を次のように定義する。
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|{0,1},

は２進数として見たときに４の倍数。
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このとき、
[image: image3.wmf]1

L

が正規言語であることを示せ。

（２）同じ文字列を２回反復する言語を
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とする。すなわち、
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である。このとき、
[image: image6.wmf]2

L

が正規言語でないことを示せ。

２．（プッシュダウンオートマトンと文脈自由文法）

（１）言語
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|{(,)},

はバランスの取れた括弧
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が文脈自由言語であることを示せ。

（２）言語
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が文脈自由言語でないことを示せ。

３．（チューリングマシンと計算）

言語
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を認識するチューリングマシンを設計せよ。チューリングマシンは状態遷移図で示せばよい。

４．（NP完全性）

講義でNP完全であることを証明した問題以外に、ある問題がNP完全であることを証明せよ。

（例えば、ハミルトニアン閉路問題はNP完全である。）
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